
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

平成26年9月27日

御嶽山噴火災害への対応
＊H26当時：多治見砂防国道事務所 砂防調査課長としての対応事例です。

国土交通省 水管理・国土保全局
砂防部 砂防計画課
地震・火山砂防室 課長補佐 樫野 誠
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■説明メニュー

●H26御嶽山噴火災害への対応事例
①初動の降灰状況調査
→土砂法に基づく緊急調査の対応

②降灰後土石流による影響範囲の想定
→土砂法に基づく土砂災害緊急情報の提供

③警戒避難、二次災害防止のための
緊急ソフト・ハード対策の支援

→監視カメラ、ブロック積み砂防堰堤の設置等

●災害対応の心得、気づき
→ 御嶽山火山噴火緊急減災対策砂防計画における

相互連携に関する申合せ
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■土砂災害防止法に基づく緊急調査①（上空調査、ヘリ）
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■土砂災害防止法に基づく緊急調査②（上空調査）

9/27ヘリ調査
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■土砂災害防止法に基づく緊急調査③（上空調査）

9/27UAV（ドローン）調査
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■土砂災害防止法に基づく緊急調査④（地上調査）

9/28降灰状況調査 7











■二次災害防止対策の実施③（緊急ソフト対策・ワイヤーセンサー設置）

9/30現地調査、10/2着手、10/3緊急設置

※ワイヤーセンサーの設置目的は、作業員の安全確保、安全管理。
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１．自発的自己完結
自発的に問題点を見つけ対応策を考える。
分からなければ、分かる人に聞く。
ひとりで悩まない、抱え込まない。

２．報・連・相
情報はきちんと共有する、大きな声で。

３．メールを送ったら、

伝えたい人にはTELすること。
重要な情報を送りっぱなしにしない。

■災害対応の心得
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大事なポイントは

●まずは、何が問題か
現地合同調査、打合せ等の実施により迅速に課題を共有

●次に、何が必要か
組織を超えて、課題解決のためにどうしたいのか、どう
しなければいけないのかを、みんなで考える

●誰ならできるか
お互い組織を背負っているので、どのような対応が実施
可能か、役割分担し実行する

■情報収集・共有、連携・調整にあたって

⇒ スピード感が大事
はじめから幹部も巻き込むこと

⇒ 情報共有

⇒ 臨機応変的な
役割分担

⇒ 各機関の
手続きの簡略化
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市町村、県、国との

『顔の見える関係』
・災害時等の緊急時は、まったく知らない人よりも、
少しでも知った顔を見ると安心し、心配事や要望を
話しやすい、相談しやすいと思います。

・そのためにも、平常時の日頃から、気軽にあいさつ
できる関係性を、お互いに構築できることが大切。

御嶽山火山噴火緊急減災対策砂防計画における相互連携に関する申合せ
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